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化が盛 に研 左せ られて來 ナこのであ るが,筆 者等 は装 置,操 作の簡 軍化 を期 す る口的 で常堕 水素
添加分解法 に依 る中性 油化及軽 質油化を試みた.3ぐ 同時 に溶 剖 に依 る酸 性1由の除 去を試瞼 し,
共 に基礎 實験 に於 て良好 な結果 を得 たコll二は)ヒに報告 した所 であ る.
 今回は これ等 基礎實験 に依 り得 己,れたt噛 鱒1藻 を基 に して,實 際 低温 タールを試料 として常
堅水素添加分 解を試験 した結 果 について報 告す る.
 試料 は 「1産液腱燃 料才朱式會41【1若松=E場 多芝の低温 タ■一・一・レ粗 中油 及 これの200～300℃ 溜分 をll∫蒸
溜 した もの,更 にMethalx)1水 溶液 に依 り粗 中油 より分離1区得 した酸 性汕の180～280℃ の 溜
分 を使用 しナこ.酸 性油の含量 は夫 々40%,斗5%,95%の もので7F均 分 子量 は225,195で あつた.
 角蜀媒は先 きの基礎實瞼 で良好 な結 果を示 した 所の輌 島縣庭 阪 産 黄 土,FeCOH, Fe十Cr+
K1es(20:5375wt.%)及Fe2{》;:+Kieヌ,(20、80、vt.%)を 使用 し,貰 瞼 方法 は全 く前 報の通 りに 行
つた.
 實瞼結 果は次表 に示 した通 りで ある.
 この表 か ら明か な様 に,Fc+Cγ 十X;ユs角蜀媒及黄土 に依 り從 來活性 な りと帳告 ぜられて いる
]k系 樹 裳に匹敵す る禾呈度の域績 を牧 め,今 後工業 化に際 しては種 々考察 すべ き黙 ぱあ るが,一
憾.[1Hk化 の可能 性を認 力た.
  一實 瞼 番 號ll.・.・i・!・ いi・i・
1空問灘 灘 糊 撫1詳i辮離1韓
 フ1く素 圭ま(1里 、;命一翼ヒ〔わf,IZ・婁文)  12.5    14.7    8.6     10.0    7,6     6.9     6.9     6.2
  生 成 ・由 量(%)173・368・ ・16・.・8… 7.・7・.・1・6.・!・ ・.・
  ～械 ガ ス 量(立/cc)10・02 〔鵬3- 一 一 〇・201010・09
  罵   イ生   y由  量(%)   5.2     8.7   i 11.0    18.9    17,5    10.0    48.8    25.()
 ∠F均 分 子 量1135.51↓4.81415 - - 136.0 - 一
         石 炭 の 粘 結 性 に 就 て
                 (策 コ報)
          舟 阪  渡 ・横 川 親 雄 ・須 賀 操 不
 石炭の粘結性に關 しては從来種 々の焼があるが,一 般には溶剤 に依つて抽出せ られる威分即
ち 「ビチ=メ ン」が その最 も電要な因子であろうと考えられる.こ の粘結成分の起源 に封 し
ては'元 の植物質のIlur7,やWaehsに 山来するとの説や又蛋白質に由來するとの論がある.
                   (140)
          舟阪・横川・須賀:石 炭 の 粘 結 姓 に 就 て(第 一報)
 この粘結威分 が如何 な る率直物成分 を起源 としてい るか に關 し,我 々は石炭 の生成 にあすかっ
た と思 われ る植物 質 ∫戸の 「セルn ・一ズ」(定 性濾紙)及 び 「リグ=ン 」cl'一チオアル カ リリグ ニン」)
を種 々σ)溶!期1で 「・r 一'トクレ…ヴ」 にて約300℃,6時 開(ズ ぱ12,24時 聞)入 造石炭 化 し,生
成 せる 入造 石炭 をilイ藤 準 脱格法 による工業分 析にかけ,そ の粘 結性 を試験 した.之 が第1表
及び第2表 に出 てい る.
 之 を要 す るに,.Eの 實験 よ り 「セル ロ・一ズ」系統 の ものか らは粘結成分 が出來 る可能}生が あ
り 「リグ ニン」 か らは出來ない とゆ うことが明 らか にせ られ た.
     畢     第1立 セルP一 ズの人造石炭化
  セルロ 一ーズ 濾紙)  3000土10℃   170±10Atm   611rs伊印を除 く)
         瞳%団 ・ 状 レ・分擁 分1畏躯 分 一 … 猷
鰹 ・娠 色廠 灘lli、薪1購
・N"(12h,s)  3J  〃  3・4942・27L43・981026[蔽結
・kca(24h・s)  261"一 言rlピツチ状3・6548・4338・54938弧く凝 結
llll剛 1柵 一蹴響議1:: 灘1:ll二:1聯 罫蕪鱒
                               
 n/4 〃      10 t・ ツ チ 状 12 3067.0315.08 5.59i膨 脹,鍍 状, t!
1細, 誌 ∵ 綴1;:器 臨:郡:ll膨蝋 談 團輝,)
・/・・NH.,・ ・ 361黒 粉 末 ・・771・…64・.964…i繍・醐
i撚 一 鑛謡lili藷i:lll:轄∵響 輝
辮 劇1㌶li};熱鷲ll1㌶
・/1・・ ヒ ・・酸1・81 t/ ・637・ ・546・ ・2i・剛 〃 〃t!
謝 灘 酉e 1翻 賑 ツ諜11:ll襯i、1:lll 3謙 鷺
 n/10蟻 酸      19 ビ ツ チ 状  3.4479.13 5.5012.9:31膨 脹,鍍 状,金 属光 澤
・/10ス テア リン酸 46灰 黒 塊 3・?673・7510・ol)22・4s
l rti']S
 nノ10ク エ ン酸   27 軟 ピ ッ チ 状17.5362.57 1 72118.181〃
 n/10メ タ ノ ール  67 黒 褐 色 粉 末ll19455・2625・44 7・36「溺 粘 膨 脹 せ す 金畷 光 澤 な し
i篠1諜1編 騰1}{{灘1:馨1撫
                              [
・/10サ ル チ ル 酸 26軟 ビ ツ チ 状・9・2377・465・8,f 7・47iヴ 〃 〃
灘 砺 翫 部蝋 ・灘:ll 31麗l/灘 ∴
・/10FcCl・  76灰 黒 塊13・42[64・043幽29・10i〃 " "
                    (141)
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            窮2犬 「リグリン」の人造石陵化
  「チオアルカリリグニン」像〔..11 1〆くに同じ
    _一.一.一..-1蟹別 塾 塾1杢 づ串i型 膨 墜 睡 分」.三二讐 塾
   ・グ:=ン ー -2・ ・`139・572酬3:13 」弱 粘 結
   オく             52   黒 き易室分ジk   4.50   31.2()   62,84 '  1.46   /・及   凝   糸吉    .
   水ee(]211でs) 64 〃 7.U 34.085乳35 1 46不 凝 績
   フ衣米(21hrs)      6〔)  1  〃     5.25   40.40   52.97    1.38   別{f  凝   結         
   n/20NaOH 12.黒 粉 末1.9326・4569.56 2.06不1疑 結
   n/4NaOII     35 1 〃   24.34  29. c. 4  43.39   2.33     〃
   n/2NaOH     52    〃   24.49  25.42  48.08   2.01  稽  凝  結
   nNaOII  101〃 7・4・']33・7952・865・86不 凝 結
   ・/10酒 磁  54i黒 塊14・30鴫6837・1711・85 〃
   n/10修[!ll{を      56      〃      6.29   36・59   48・63 1  8・49   轟藪      系吉
   ・/10酉膿  8Ll〃 5・7640・843・1・9618・44不 凝 結   
n/10Ca(Oll 2 53 喚 粉 末 5.20 45.44 35・55113.81   〃
   ・ノ・・M… 381黒 献 ・?・ …3・ ・9・ 価i…,・ 1 〃       曽 鬼 … 騨         甲M-H.T.-rrrTL-一一一,  鼠7-一 離 〒_.`   k-=- #                       一一     .一一
 以 一1:の實..翁に1デ!凝1斉し,主 として植 ∴或分 な らびにL.二々の{u造 の1{∵111につ いて上 述の工灘分 折
にかけ,粘 結 性のfill定をそ了つた.執 試 した物 質 は 大 別 す る と Kohk・nhyd職 〔ヲ頴,1{drz,
Waells類Ligrli11,窒 素化奇物類及 び その他高分子 化合物類 であ る. ,
 この結果 を第3表 に示 す.
            第3轟 種々の物質の工業分析結果
                                                       コ         ほ      ロ                      '諭
磁 避 凹 水分卜噺 ・鱒 …劫 ・一川 状
   セ ル ロ ー ズ(1慮 紙)  7.24, 87。tl, 4,  5.05,  0.27  木 隆状
   9グ イ コ ー ス ス ポ ン ジ  13.40 81」8  3.(81 1.74  〃
   'll∫ 享容   召三  濃   粉    14.49   80.8J    4.15 i  o.26   欠存晶虫, 壼皮状, 刈シ:宗宿
   デ ・ ・ ト リ ・ …9286.・ ・2・4,8 1・ ・39弱*・15鰍 稽灘
   庶    糖 ・・1791・u a6円O・03酬1こ ・鰍 ・髄 厩光澤   
萄 葡 糖 巨15脚93・1引 ・62痔 ド融・猟 敢縮
   コ ン ニ ヤ ク マ ン ナ ン 116.05 70.59  9421 3.87 易 粘
   マ ン ニ ツ ト 0.2199.7L - 0.12一
   寒    天123・6570・05 3・68 2・62 諾皮駿   
ト ラ ガ ン ト ・ ム1]8,0771.85 8.2511.83 嚇 宿,黒 色
   ア ラ ピ ア ゴ ム 16.8568.5012.11 2.54,易ij粘,」 枚縮
  1木          粉(.1ラ;)   }].,16   77.49   10.71   0.34   鵡韮く Sinter
   ツ    ン    ド    ラ    14.39   64.28   19.Ol l 2.32   f設力・に Sintec
   松   脂 ■ 瓦8'98.910、23〔]・16H
   撫 順 カ バ リ ー13・22 55・38 33・54 2・Ei6 甥 粘
   撫 順 ア ン バ ー 126 95.36 ⊥。3811.50 -                                     
   偽 ア,∵ 蜘1:ll;1:ll=巴15ニ
            ト                         1
                  (142)
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   リ  グ  ニ  ン  12.70 51.32 34,91  1.07 易易粘,稽 膨脹,鍍 状
   ア ル  ブ  ミ ン  17.38 71.79  6.18  4.65 弱 粘,稻 膨脹,鍍 状
   ゼ ラ チ ン12.0982.684.610.62鼓 状,稽 膨 脹
   カ  ゼ  イ  ン  12.;2 80,16  4.05  3.07 鍍 状,膨 脹 せ す
   カ ル バ ゾ ー ル 0.2596.68 2.20 0.87 ス ス状
   ア ン ス ラ セ ン 1.029「.81 2.77 0.40 〃
   タ ン ニ ン 酸  12.OO 77.43 10.4,8  0.09 弱 粘,稻 膨脹
   ポ リ エ チ レ ン 0.449i56 -  一 一
   ポ リヴ ィ ニル ァ ル コ・一ル  10.28  88.68  0.04  1.00  _
   ポ リヴ イ ニル アセ タ ー ト  2.72 96.10  L18  -   一
   ポ リ ス チ ロ ー ル 0.06 9f).31 0.16 0.47 -
   ～ア。ルノ!,ノ 汎 轡 3.8747.・ ・4,・.・・5・.・ ・ 部鋤 ・S・… 蝋 色
   フェノールレジン(酸瓢傑)  2.82  60.37  36.16  0.65  粘結,膨 脹せす・,黒色
   天 然 ゴ ムO.4498.660.040.50-
   E" ツ チ0.6り95.153.171.08鍍 状,熔 融,膨 脹せす
   ア ス フ ア ル ト  0.35 92.46  6.41  0.78  t/  〃  膨Jjii
 之 を要約 する と 「セル ローズ」系統 の ものは,そ の ま までは粘結性 を示 さない.械 物 か ら分
泌 ぜられたガ ム質 には塔占結 す るものが ある.11arz類 は その ままで も石炭化を受 けて も粘結性
を示 さない.蛋 白質 には粘結 性を示す もの もあ る.高 分子物質 で も粘結 す る もの としない もの
が ある.
 以上 の結論 として
 1)粘 結 成分 はHfa rzが 直接逆 化 した ものであ るとは考 え られぬ こ と.
 2)高 分子物 質,窒 素化合物が必す しも粘結物質 とは限 らない。叉分子 の構造が相當大 きい
因子 となつてい ること.
 3) 粘結 成分 は 「セル ローズ」 の分解 生成物か ら川來 た ものであろ うとゆ うこと.
   熔 融 ア ル ミニ ウムー珪 素 合 金 の流動 性 に就 て
          森 田 志 郎 ・宮 岡  正 ・安 原 四 郎
                1緒     言
 先に著者の1人 は,各 種のアル ミニウムニ元合金の流動性に關する研究(1)を行い,ア ル ミニ
ウムに各種の元 素が軍偶に添加 され,夫 々フF衡朕態圖の液翔線温度 よT)-L5し。で輪込んだ 場 合
の流動性の攣化が從来一般 に考えられていた様に,凝 固湿度範幽の大小に軍糸芭に劃慮すち もの
でな く,例 えばアル ミニウム .珪素含金に於ては,i i15%の 過共品合金の流動性が共晶合金
                    (143)
